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業務概要

水素サプライチェーンに係る構想、体制、国機関等が公募する事業への応募及びその後の
活動を検討・整理した

【背景・目的】

◼ 将来の北海道経済を支える水素関連産業の基盤形成の促進

◼ 水素サプライチェーン(SC)に係る構想策定・体制検討を行い、国機関等が公募するFS事業への応募及びその後の活動を推進

【実施方策：（１）水素関連プロジェクト（PJ）の策定】
◼ 適地選定

◼ 適地に係る情報収集（水素需給ポテンシャル、利害関係者、類似PJ等）
◼ プロジェクト案の検討（2030年、2040年、2050年）

【実施方策：（２）共同事業体の組成支援】

◼ コア事業者への対応（サプライチェーンを実施するにあたって主要な事業者と対話し、PJ検
討・実施の中核的なメンバーとなってもらう）

◼ 関係事業者との意見交換（政府・自治体・金融機関・地元有力者等）

【実施方策：（追加提案）PJ実現に向けた検討・準備】
◼ PJ実施計画案の策定
◼ 実施計画案に対する対話（本事業終了後のFS等への応募に向けて、検討したPJに係る

政府や自治体への対話を実施していく）

【想定成果】

◼ 本事業の成果を活用し
た各種FS事業等への
応募

◼ PJの社会実装の素案及
び本PJも踏まえた北海道
の水素SCの構想の整理

【実施スケジュール・実施体制】

◼ プロジェクト案の構想から着手し（9～10月）、体制検討（10～12月）及び実施計画を策定（12月～翌年2月）
◼ 実績のある調査メンバーと実績を有する協力者で事業を推進

【（３）報告会】

◼ 本事業のマイルストーンと

して、プロジェクト案・実施
計画に係る議論を行う

第1回：PJ案
第2回：PJ実施計画
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成果物について

本事業によって水素関連プロジェクトを検討し、

広域な水素サプライチェーン構築に向けた第一段階とした

調査項目

②共同事業体の組成支援

①水素関連プロジェクト(PJ)の策定

③PJ実現に向けた検討・準備

想定成果

PJの実施主体案

・水素製造・供給事業者

・水素利活用事業者

実施すべき水素サプライチェーンPJ

・どこで何をするか

・どのような体制か

・意義・効果・事業性

・技術課題、今後の進め方

応募すべき今後の事業の整理及び

応募に活用可能な素材

成果の活用方法（案）

【主体：民間事業者】

本事業の成果を活用した各種FS事
業等への応募

【主体：北海道庁】

本事業の成果を活用したPJ実現に向
けた活動

（利害関係者との対話等）

【主体：北海道庁、国】

日本の水素社会実現に向けた

重要プロジェクトの把握とそれの実現

に向けたサポートの検討

5



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.

水素関連プロジェクトの策定
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水素経済圏構築に向けた論点及び候補地域の抽出イメージ

水素供給・需要・戦略的な位置づけ・実施体制の見込み等を踏まえ、

千歳市の臨空・工業地域等で活用する水素サプライチェーン事業を検討した

候補地域（主要地域を抽出）

②水素需要ポテンシャル

③戦略的地域としての

重要性

①水素供給ポテンシャル

④実施体制の見込み

2030年の事業化に向けて、水素の製造・
調達の量・コストともに現実的か？

◼年間数千t以上の供給が可能か？
◼水素の製造コストが許容可能か？

◼千歳市

◼苫小牧市

◼室蘭市

◼石狩市及びその周辺

（札幌市、小樽市等）

2030年の事業化に向けて、水素と親和性
の高い領域でまとまった需要が見込める
か？

◼年間数千t以上の需要が可能か？
◼モビリティや産業利用等の分野か？

◼千歳市：臨空・工業地域

◼苫小牧市：産業利用

◼石狩市、札幌市、北広島市、恵庭市、
千歳市、苫小牧市、室蘭市等

◼地域間連携PJが有効で
◼合成燃料等の新しいテーマ

水素事業を担える事業者が存在するか？

◼水素に係るFS等の検討がされているか？
◼既に年間数千tレベルの供給が可能
か？

◼石狩市、室蘭市、苫小牧市、千歳市、
帯広市、鹿追町、鹿追町等

北海道の水素事業の発展に貢献する地
域・プロジェクトであるか？

◼水素経済圏内のプロジェクトか？

◼ これまでと比較し、新規性があるか？

考慮すべき論点
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北海道の地域別のエネルギー特性

道内の複数の地域で洋上風力発電のポテンシャルが高い。

エネルギー需要についてはJカーブ経済圏に集中している（石狩・札幌・千歳・苫小牧・室蘭）

室蘭

苫小牧

石狩

国際拠点港湾

及び重要港湾

貨物鉄道路線と

主要な駅

主要な都市（エネ
ルギー消費地）

主要な工業地域

主要な電力系統

（空容量あり）

都市ガス供給エリア

ガスパイプライン

凡例

根室地方

釧路地方

日高地方

石狩地方

後志地方

宗谷地方

風力発電ポテン
シャルの高い地域

主要な電力系統

（空容量なし）

札幌

主要な空港

千歳

①水素供給ポテンシャル

②水素需要ポテンシャル

海底直流送電（HVDC）
の可能性

海底直流送電（HVDC）
の可能性
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北海道の風力発電導入ポテンシャルマップ

洋上風力は導入拡大が見込まれており、北海道各所で大きなポテンシャルを有する

出所：背景地図は環境省・再生可能エネルギー情報提供システム（REPOSリーポス）より引用、図形・文字は加工

宗谷地方

根室地方

釧路地方

日高地方

石狩地方

渡島地方

後志地方

室蘭

苫小牧

石狩

石狩

苫小牧

室蘭

後志地方
石狩地方

胆振地方

日高地方

（渡島地方に洋上風力が導入された場合、

東北の系統に接続することが合理的だと思われる）

海底直流送電（HVDC）
の可能性

千歳

千歳

①水素供給ポテンシャル
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北海道の市区町村別CO2排出量

千歳市は北海道の主要なCO2排出地域の一つである

データソース：環境省「部門別CO2排出量の現況推計」（2019年度データ）

千歳市

札幌市

苫小牧市

室蘭市

②水素需要ポテンシャル

10



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.

北海道の製造業の市区町村別CO2排出量

千歳市の製造業は北海道の主要なCO2排出源の一つである

千歳市

苫小牧市

室蘭市

データソース：環境省「部門別CO2排出量の現況推計」（2019年度データ）

②水素需要ポテンシャル

593

11



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.

（参考）脱炭素技術と既存技術に対する水素アプリケーションの競争力（2030年見通し）

2030年では、長距離・大型モビリティ等において水素利活用に競争力が出る見込み

水素アプリ競争力＜既存技術競争力

水素アプリ競争力＞

他脱炭素技術

縦軸：

他低炭素アプリのコスト

対 水素アプリのコスト

横軸：

他従来アプリのコスト

対水素アプリのコスト

水素アプリ競争力

＜他脱炭素技術競争力

水素アプリ競争力＞既存技術競争力

産業用途
◼製鉄・製油所・半導体等

◼高温熱の供給

◼都市ガス混入（既存インフラ活用）

◼非常用電源

小型モビリティ・大型発電
◼合成ジェット燃料

◼短距離モビリティ

◼大型発電

◼都市ガス代替（新規インフラ）

長距離・大型モビリティ
◼ トラック・バス・列車（非電化）・船

◼ フォークリフト等産業機械

◼ タクシー（長距離）・大型乗用車

前提となるシナリオ

◼各国が気候変動関連の目標を達成するため、水素が環境価値を有している

◼水素関連技術の成熟度・市場の拡大により、現在より水素及び関連機器が低コスト化

2030年において有望な領域2050年かけて有望になる領域

【本調査における示唆】

モビリティ関連の供給により事業性を確保しつつ、産業用途での需要を囲い込み比較的規模のあるサプライチェーンを構築

事業化は中長期だが

まとまった水素需要が

見込まれる

比較的早期に

事業化が可能な

領域

12
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NEDO・環境省の水素サプライチェーン構築に向けたプロジェクト分布（東日本）

18年‐23年のNEDO・環境省支援事業では、北海道や福島県を中心に街・工業団地モデ
ルの事業が採択された

出所：デロイト作成（NEDOホームページに掲載されている公募情報のうち、地域が判明しているプロジェクトを事業分類ごと（実証、調査、研究開発）にマッピング）

山梨県工

苫小牧市

いわき市、郡山市市 物港

市 室蘭市工

千歳市空

市
富士吉田市

甲府市
工

市物工 胎内市コ

市 農 帯広市、釧路市

工 八戸市、東北エリアコ

市 港 横浜市、川崎市 工 港 川崎市コ

工 石狩市港

工 港 田村市

市 室蘭市工

市 秋田市

市 能代市

市 双葉郡（浪江町）工

市 浪江町

港

市 田村市、南相馬市工

市

農

物

離

工

実証プロジェクト

調査プロジェクト

凡例

市街地・街区モデル

物流地域モデル

農村・漁村モデル

離島モデル

工業団地モデル

コンビナートモデル

港湾・空港モデル

コ

港 空

研究開発プロジェクト

NEDO

環境省

両者とも支援

市 室蘭市

10

11

19

20 21

23

市 秋田エリア

帯広市、釧路市市 農

12

市 物

9

豊富町工

苫小牧市市 物

22

川崎市

富谷市市

釧路市、白糠町市

鹿追町市 農

横浜市、川崎市物港市

1

3

4

2

5

7

8

6

14

15

16

13

17

18
25

29 30

24

26

28

27 山梨県

工

31

農

④実施体制の見込み

13

北海道の水素経済圏
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（参考）北海道大規模グリーン水素サプライチェーンプロジェクト概要

ENEOS/北海道電力/JFEエンジニアリング/北海道電力ネットワーク/デロイトトーマツコンサ
ルティングはNEDO調査事業に採択され、苫小牧市における大規模水電解事業の実現可
能性を検討した

調査の背景・
目的

◼ 再エネ資源が豊富な北海道は、日本のエネルギー供給基地としての役割を担うポテンシャルを有するが、系統容量が十分とは言えず、

大規模な水素製造装置を用いることにより、調整力を供給し、再エネ電源の導入拡大や燃料の脱炭素化を促進することが期待される。

◼ そこで、本事業では、国内最大規模(100MW級)の水電解装置による、北海道の再エネ資源を最大限活用した国産グリーン水素製造・利
活用サプライチェーンの構築を目指す。

④実施体制の見込み

出所：デロイトホームページより引用
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（参考）千歳市と三菱商事との連携協定概要

千歳市と三菱商事は、カーボンニュートラルを目指したまちづくりの推進を図るべく、連携協
定を締結した

【概要】令和5年8月7日、北海道千歳市と三菱商
事株式会社は、カーボンニュートラルを目指したまちづ

くりの推進を図るべく、双方が緊密な相互連携と協

力による円滑な活動を推進するため、連携協定を
締結した。

【目的】本協定は、千歳市及び三菱商事が相互に

緊密に連携することにより、相互の資源を有効に活

用した協働による活動を推進し、千歳市のさらなる

活性化、産業創生・集積、及びカーボンニュートラル
に向けた取組みに資することを目的とする。

【協定・連携事項】

① 千歳市のカーボンニュートラルに関すること

② 千歳市のデジタル・トランスフォーメーションに関す
ること

③ 千歳市の産業振興に関すること

④ 千歳市の空港、物流、公共交通機関等の交
通インフラ等に関すること

⑤ その他、市及び三菱商事の協議により必要と
認められる事項

④実施体制の見込み

出所：千歳市ホームページより引用
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（参考）北海道電力が考えるカーボンニュートラル北海道のイメージ

北海道電力は、供給サイドでは非化石電源の導入を最大限進めるとともに、需要サイドで
は電化の促進等を進めるイメージを持っている。

水素は、新たなエネルギーキャリアとして活躍する可能性がある

出所：北海道電力公表資料より引用

電気

水素
凡例

16

④実施体制の見込み
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（参考）北海道電力が考える水素利活用の将来イメージ

北海道電力は、北海道内の豊富な再エネ電気から水素を製造し、その水素を様々な分
野で利用するイメージを持っている。

北海道が水素社会のパイオニアとなることを目指している

出所：北海道電力公表資料より引用

17

④実施体制の見込み
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水素関連プロジェクトの策定

北海道における千歳市の位置づけ

千歳市に関する基礎情報

千歳市のエネルギー事情

プロジェクト案の検討
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千歳市の工業団地概要

千歳市に11の工業団地に270社を超える企業が立地している
（電子部品・デバイス、食品、飲料・飼料、機械、化学、電気、運輸、物流、研究施設等）

出所：千歳市工業団地HPより引用

19



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.

千歳市の事業所と従業者数

千歳市の従業者数は、「卸売・小売業」、「製造業」、「運輸・郵便業」、「宿泊・飲食サービス
業」が一番多い

データソース：千歳市「要覧ちとせ令和4年版」

20
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千歳市の事業所規模

千歳市の従業者数100以上の大規模事業所は、「製造業」と「運輸・郵便業」が一番多い

21

データソース：千歳市「要覧ちとせ令和4年版」
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千歳市の製造業の概要

千歳市の製造業は、「電子部品・デバイス・電子回路」、「食料品」、「飲料・たばこ・飼料」、
「化学工業製品」が主な業種となる

データソース：千歳市「要覧ちとせ令和4年版」
※バツ印は秘匿データ

22
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